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簡易リスクアセスメントシート
【本シートの使用方法や注意点については裏面をご確認ください】

常 に 危 険 と 隣 り 合 わ せ 注意していないと危険度が高い

多少気が緩んでも危険度は低い どんな時でも危険度は僅か
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生命の危機に直面する 病院送りを覚悟せざるを得ない

場合によっては病院受診が必要 特に治療を要しない程度

（手順３）危険に直面した際に想定される被害はどの程度ですか？

（手順２）危険に直面する可能性はどの程度ですか？

（手順１）対象の機械や作業、環境下でどのような事故・怪我が予想されますか？

（手順４）想定される危険の評価、求められる対応を確認しましょう！

該当
評価点

（手順2～3の合計）

危険
レベル 求められる対応・措置

□ ６点以上 高 作業中止するか または 直ちに改善策を講じる

□ ４～５点 中 改善計画を作成し出来るだけ早期に改善措置を講じる。

□ ３点以下 低 必要に応じて改善策を講じる。危険個所の共有を図る。

当てはまるものに ✔

当てはまるものに ✔

いずも
労基署版

☆上記の評価結果に沿って危険レベルの高いものから優先的に改善措置を進めましょう！

☆改善措置を講じた後に手順１～４の流れで危険性の再評価を行うとより効果的です。
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〇リスクアセスメントを実施しただけでは危険は無くなりません！

リスクアセスメントでは危険を見定めた上で、その評価を行っているにすぎません。

実際に危険を排除・低減させるためには具体的な措置が必要となりますし、根本的な対策が難しい

ものについては、『残存リスク』として職場内で情報を蓄積し、共有する必要があります。

〇法令によって定められた設備や措置基準が緩和されるものではありません！

リスクアセスメントではその評価結果によって安全対策等の優先順位を決めることになりますが、

これにより法令で定められた措置義務を免れたり、不十分である状態を許容するものではありません。

リスクアセスメントを行う前提として、先ず法令に基づく措置が適切に行われている必要があります。

●基本的な手順は以下の４ＳＴＥＰです。

（手順１）評価の対象となる機械や作業、環境から想定される危険（リスク）を書き出しましょう

（手順２）想定される危険に遭遇する頻度や可能性として、あてはまるものに ✔ しましょう

（手順３）危険に直面した場合に想定される被害（怪我）の程度として当てはまるものに ✔ しましょう。

（手順４）手順２、３で該当した項目の点数の合計を、最下部の評価表に当てはめてみましょう。

ここで示されたものが、対象とした危険のレベルと会社に求められる対応や措置となります。

結果に従って、高リスクのものについては設備改善や作業方法の見直しなど具体的な措置を

講じるほか、中・低リスクのものについては中長期的な改善計画に盛り込んだり、作業者間

で危険情報として共有するなどの活用を行ってください

具体的な改善措置を講じた場合には、再度手順１から４までの評価を進め、改善後のリスク

レベルを把握しておくとより効果的です。

ご不明な点は、出雲労働基準監督署まで

お問合せください TEL：0853-21-1240

出雲労基署版・簡易リスクアセスメントシートとは？

職場のあんぜん リスクアセスメント 検索

リスクアセスメントについて、
もっと知りたい方はこちらをどうぞ

お示しした出雲労基署版・簡易リスクアセスメントシートは、安全管理の初心者の方や、専任の安全ス

タッフの確保が難しい小規模事業者の方にお使いいただくことを想定して作成したものです。

限られた資源の中で安全対策を進めたいけど、既存のリスクアセスメントの資料は文字や解説が多くて

ハードルが高いな…なんて感じている方も多いと思いますが、まずは簡易的な取組みによってコツや雰囲

気を掴んでいただき、必要に応じて更なるステップアップをご検討いただければ幸いです。

簡易リスクアセスメントシートの使用方法

考え方のコツ① 「危険」を「ライオン」に見立てた場合の作業者との関係性や距離感をイメージしましょう。

考え方のコツ② 「完璧なあなた」ではなく「うっかりミスをする普通の人」を基準に想定しましょう。

考え方のコツ１ あなたに危害を及ぼす機械や環境の規模、動き、状態をイメージしながら考えましょう。

考え方のコツ２ 被害の程度は想定される最悪のケースを元に判断するようしてください。

リスクアセスメントを行うにあたっての注意事項


